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第77回国民体育大会  いちご一会とちぎ国体  スポーツクライミング競技会 報告

　本大会報告にあたり、全国で新型コロナウィルス感染症
（以下「COVID-19」）予防に従事されている医療関係者、感
染予防を図りながらの都道府県予選会、ブロック大会運営
にご支援ご協力いただきました、岳連／スポーツクライミ
ング連盟の皆様、素晴らしいパフォーマンスを発揮された
選手、監督等に、心より感謝申し上げます。ありがとうご
ざいました。
　さて本大会は、４２年前の第３５回国体「栃の葉国体」から、
国体正式競技となった２巡目の記念すべき大会です。関東
平野の北部、下野干瓢発祥の地であり日光西街道の宿場
町の歴史をもち、「おもちゃのまち」として発展著しい栃木
県壬生町において、高円宮久子妃殿下のご臨席を仰ぎ、３
年ぶり開催となった国体競技が１０ 月２日（日）～ １０ 月４
日（火）の３日間の競技日程で開催されました。　
　なお、ご臨席いただきました背後には、昨年中止となっ
た国体会場地・三重県菰野町内の小学生が制作した歓迎
の旗が、壬生町実行委員会のご配慮で掲示されました。国
体の「絆」が引き継がれました。

　総合開会式では、都道府県選手団の旗手の多くをスポー
ツクライミング競技選手が務め、楢崎智亜（栃木県）が選
手宣誓を行いました。
　この度の大会は、COVID-19感染予防で、選手、監督、競
技運営者を含む関係者への、２週間前からの健康チャック
やＰＣＲ検査、抗原検査等の対応、競技エリアと観覧エリ
アの完全分離や入場制限５０％での観覧者抽選などが徹底
されました。ご協力いただきましたみなさまに、あらため
てお礼を申し上げます。
　競技においては、第７８回国民スポーツ―大会（佐賀県）
から実施予定の、リード競技予選「一人２ルート」のＩＦ
ルール準拠化として、成年男子を除く３種別において実施
いたしました。競技運営面では、壬生町実行委員会の協力

を得て、「競技進行リザ
ルトシステム」（仮称）
を導入し、競技進行中
におけるジャッジビデ
オでの確認・保存が容
易となり、競技成績集

計等の円滑化を図るこ
とができました。
　競技会初日には、大
野敬三ＪＳＰＯ国体委
員長、室伏広治スポー
ツ庁長官による競技
視察があり、丸誠一郎会長はじめ、野口啓代ＪＭＳＣＡ国
体委員会オフィシャルアドバイザー、安井博志強化委員
長等による、競技説明や直近に開催されたＩＦＳＣリード
World Cup最終戦ジャカルタ大会報告等を行いました。な
お、室伏長官は競技エリアにある、アイソレーション・ゾー
ンやウォール構造等を身近で視察されました。
　４７ 都道府県から３年ぶりに出場した選手は、安井強化
委員長に、「日本人による、World Cup番外編だ」と言わし
めるほどのレベルの高い、競技会となりました。
　今年も、男子１１名　女子７名　合計１８ 名の中学３年生
が出場し、山形県、奈良県少年男子は中学生のみの出場
で、今後の活躍が非常に楽しみです。

　その少年男子リードでは、安楽宙斗（千葉県）が予選、
決勝を通して完登し、ボルダリングにおいても予選、決勝
ともに４完を果たし、他を寄せ付けない圧倒的な強さを見
せました。１位は山口県、２位に東京都、３位は千葉県で
チーム競技の難しさが表れました。
　少年女子リードでは、小田菜摘（大阪府）が予選、決勝
ともに完登し、小田穂香（個人順位２位、同）で、種目１位
となりました。
　予選では右ルート、竹内亜衣（千葉県）、左ルート、小池
はな（埼玉県）、決勝で小池はなが完登しました。ボルダ
リング予選では、小池はな）、竹内亜衣、永嶋美智華（静岡
県）、が４完し、決勝でも、小池はな、永嶋美智華が一撃４
完の実力を見せつけました。その結果、埼玉県が１位、静
岡県が２位、３位には決勝で４完の篠崎由希の栃木県が入
賞しました。
　成年男子リード予選右ルートで、村下善乙（千葉県）、樋
口純裕（佐賀県）、楢崎智亜（栃木県）、井上裕二（大阪府）、
緒方良行（福岡県）の５名、左ルート、今泉結太（茨城県）、
清水裕登（愛媛県）２名が完登しました。決勝では、千葉
県、佐賀県チームの争いとなり僅差で千葉県が１位となり
ました。ボルダリング予選で、山口賢人、井上裕二（ともに
大阪府）、清水裕登（愛媛県）が４完し、決勝では第４課題
がポイントとなり、地元・栃木県を引き離した大阪府が１
位となりました。２位には鹿児島県、３位に栃木県が続き
ました。

＜リード競技＞

少年男子 少年女子 成年男子 成年女子

茨城国体 予選 13b 12d/13a 13c/d 13a

決勝 13a/b 13a 13c 13a

栃木国体 予選 13d 13b 13d 13b

決勝 13d 13b/c 13d 13b/c
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　成年女子リードは、
平野夏海（東京都）、久
米乃ノ華（（千葉県）森
秋菜（茨城県）中川瑠

（大阪府）の４名が予
選２ルートともに完登
しチームを決勝に導
きました。その結果、
決勝右ルート１位の森
秋菜率いる茨城県が１位となりました。ボルダリング予選
は、久米乃ノ華（千葉県）、大河内芹香（佐賀県）、森秋菜が
一撃４完し、４完には平野夏海、菊池咲希（ともに東京都）、
中島諒（長野県）が続きました。同予選において、負傷事
故が発生いたしました。競技ルールを十分把握したうえで
の対応が必要となりました。決勝は、予選で安定したチー
ム成績の東京都が１位、２位千葉県、３位佐賀県でした。
　男女総合（天皇杯）、女子総合（皇后杯）では、５大会ぶ
りとなる千葉県が完全優勝されました。選手・監督の皆さ
ん、おめでとうございます。
　３年ぶりの国体開催、本大会から初めての試みである

（成年男子を除く）３種別のリード競技予選「一人２ルート」
は、大きな問題もなく競技進行が 図られ、第７８回大会（佐
賀県）への大きな自信となりました。ボルダリング競技で
は、実行委員会協力のもとに、ＪＳＰＯ国体チャンネルを
活用し、決勝の中継を行いました。解説には、平山ユージ
国体委員会専門委員、実況ＭＣは高杉 “Ｊａｙ”二郎を起
用し、会場での観覧ができない多くの皆さんに、スポーツ
クライミングの楽しさを伝えることができました。会場地

少年男子 少年女子 成年男子 成年女子

予選 2級～2段 4級～1級 2段～3段 3級～1級

決勝 1級～2段 3級～1級 初段 2級～初段

予選 １級～2段 2級～1段 １段～3段 ２級～1段

決勝 1級～2段 １級～1段 ２段～3段 １級～２段

茨城国体

栃木国体

＜ボルダリング競技＞

＜ボルダリング競技課題＞

１課題目 ２課題目 ３課題目 ４課題目

予選 １級 ２段 １級 １段

決勝 １級 ２段 ２段 １段

予選 １段 １段 １級 １段

決勝 １級 １段 １級 １段

予選 １段 ２段 １段 ３段

決勝 ２段 ２段 ３段 ２段

予選 ２級 １段 １級 １段

決勝 １級 １段 ２段 １段

少年男子

少年女子

成年男子

成年女子

順位 都道府県 順位 都道府県

1 千葉県 1 千葉県

2 東京都 埼玉県

3 栃木県 東京都

4 大阪府 茨城県

5 佐賀県 静岡県

6 茨城県 大阪府

7 三重県 7 福井県

8 埼玉県 8 佐賀県

8 山口県

天皇杯順位 皇后杯順位

2

4

順

位
県 ルート 氏名 高度

個人

順位

順

位
県 氏名 T Z

個人

順位

右 村田吴輝 34+ 2 小俣史温 3 4 5

左 石津元崇 32+ 2 田宮瑛人 3 4 2

右 田宮瑛人 38+ 6 杉本侑翼 3 4 4

左 小俣史温 27+ 1 小林準翔 1 3 12

右 安楽宙斗 TOP 1 通谷　律 3 4 3

左 滝口絃生 21+ 7 中村太河 1 2 14

右 杉本侑翼 30+ 3 安楽宙斗 4 4 1

左 小林準翔 31 3 滝口絃生 0 1 16

右 松岡玲央 29+ 4 関口準太 2 4 6

左 藏敷慎人 31 3 寺川　陽 1 3 11

右 関口準太 29+ 4 藏敷慎人 2 4 7

左 寺川　陽 27+ 5 松岡玲央 1 3 10

右 森川鉄平 4 8 田中慧樹 2 3 9

左 和田樹怜 27+ 5 佐藤悠織 1 2 13

右 鈴木音生 17+ 7 石津元崇 0 1 15

左 鈴木大翔 17+ 8 村田吴輝 2 3 8

中学３年生

順

位
県 ルート 氏名 高度

個人

順位

順

位
県 氏名 T Z

個人

順位

右 小田穂香 42+ 2 小池はな 4 4 1

左 小田菜摘 TOP 1 大澤苺花 3 4 5

右 小池はな TOP 1 永嶋知華 4 4 2

左 大澤苺花 38 4 鈴木結菜 3 4 7

右 鈴木結菜 25* 5 葛生真白 3 3 8

左 永嶋知華 42+ 2 篠崎由希 4 4 3

右 吉田清華 42+ 2 抜井美緒 2 4 9

左 妻嶋心路 32+ 5 藤村侃奈 3 4 6

右 鈴木可菜美 22+ 8 小田穂香 2 4 10

左 竹内亜衣 42+ 2 小田菜摘 2 3 11

右 藤村侃奈 32+ 4 木津紅葉 2 3 12

左 抜井美緒 32+ 5 齊藤小夏 2 2 13

右 葛生真白 23 7 竹内亜衣 3 4 4

左 篠崎由希 32+ 5 鈴木可菜美 0 2 16

右 吉田ゆな 25 6 吉田清華 1 2 14

左 上原子音羽 20 8 妻嶋心路 1 2 15

中学３年生

順

位
県 ルート 氏名 高度

個人

順位

順

位
県 氏名 T Z

個人

順位

右 島谷尚季 33 3 山口賢人 3 3 3

左 村下善乙 38+ 1 井上祐二 3 4 1

右 樋口純裕 38+ 1 土肥圭太 3 3 5

左 中上太斗 34 2 川畑イサム 3 4 2

右 河上紘輝 31+ 2 楢崎智亜 3 3 4

左 高田知尭 34 4 楢崎明智 2 3 6

右 楢崎智亜 35 2 小西　桂 2 3 9

左 楢崎明智 15 8 番匠大樹 1 3 12

右 山口賢人 26+ 7 高田知尭 2 3 7

左 井上祐二 34 2 河上紘輝 1 2 13

右 鷹見真洋 31+ 4 今泉結太 2 3 10

左 北江優弥 30 6 大金瑞生 1 2 14

右 大金瑞生 22 2 佐野大輝 2 3 8

左 今泉結太 34 8 小宮山敦士 0 2 16

右 土肥圭太 30+ 6 渡部佳太 2 2 11

左 川畑イサム 25 7 田嶋瑞希 0 2 15

順

位
県 ルート 氏名 高度

個人

順位

順

位
県 氏名 T Z

個人

順位

右 森　秋彩 43+ 1 平野夏海 2 4 7

左 菊池野音 13+ 6 菊池咲希 2 4 5

右 菊池咲希 30+ 4 二宮　凜 1 3 8

左 平野夏海 29+ 1 久米乃ノ華 3 4 3

右 久米乃ノ華 39+ 2 大河内芹香 3 4 1

左 二宮　凜 25+ 4 樋口結花 1 1 12

右 田嶋あいか 29+ 5 森　秋彩 3 4 2

左 義村　萌 29+ 1 菊池野音 0 1 14

右 廣重幸紀 34+ 3 廣重幸紀 2 4 4

左 野村　遥 24 5 野村　遥 0 2 13

右 大河内芹香 29+ 5 三森里子 0 0 16

左 樋口結花 26+ 3 中嶋　諒 2 4 6

右 中嶋　諒 25 7 原田朝美 1 1 11

左 三森里子 5+ 7 木下　茜 1 2 9

右 中川　瑠 義村　萌 0 1 15

左 小山芹菜 田嶋あいか 1 2 10

1 大阪府

2 埼玉県

少年男子リード競技決勝

少年女子リード競技決勝

4 三重県

5 兵庫県

6 栃木県

1 山口県

2 東京都

3 千葉県

3 静岡県

7 高知県

8 静岡県

8 大阪府

3 千葉県

4 三重県

5 福井県

8 鹿児島県

成年女子リード競技決勝

1 茨城県

2 東京都

2 佐賀県

3 鳥取県

4 栃木県

7 栃木県

4

2

8 北海道

成年男子リード競技決勝

1 千葉県

4 山口県

5 千葉県

6 奈良県

7

6 佐賀県

7 長野県

5 大阪府

6 東京都

7 茨城県

少年男子ボルダリング競技決勝

1 埼玉県

2 静岡県

3 栃木県

少年女子ボルダリング競技決勝

7

8

東京都

三重県

佐賀県

千葉県

栃木県

兵庫県

茨城県

山口県

6

1

2

3

4

5

千葉県

8 山口県

1 大阪府

成年男子ボルダリング競技決勝

奈良県

5 大阪府

6 福井県

5 鳥取県

6 茨城県

7 愛知県

8

鹿児島県

3 栃木県

4 神奈川県

3 佐賀県

4 茨城県

5 福井県

6

三重県

1 東京都

2 千葉県

成年女子ボルダリング競技決勝

長野県

7 長崎県

8 三重県
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のみなさまに感謝申し上げます。
　一方、会場地はもとより都道府県予選会、ブロック大会
において、課題も多々浮き彫りになりました。
　「参加資格にかかる選手登録」、「ブロック大会における
総合成績」「ユニフォーム規定」などが上げらます。鋭意、
解決を図りたいと思います。なお、競技会場に掲揚される
４７ 都道府県岳連／スポーツクライミング連盟旗が、３０ 余
旗であったことは非常に残念でした。主管された栃木県や
国体競技へのリスペクトの欠如であり、当該ＰＦの猛省を
求めます。
　茨城国体に続き、国体、国民スポーツ大会後催岳連／ス
ポーツクライミング協会１０ 県が一堂に会し、開催に向け
た準備状況や抱える課題について情報交換を図りました。
　リハーサル大会、役員編成、競技施設整備などが話題と
なりました。競技と競技との間の短い時間でしたが、対面
式会議の有用性があらためて感じた貴重な交換会でした。
引き続き、情報交換を継続することが確認されました。Ｊ
ＭＳＣＡからは、古賀英年副会長、安井博志強化委員長、
西原国体委員長が参加いたしました。
　来年の鹿児島特別国体からは、ＪＳＰＯは参加資格に選
手登録と同様に「アンチ・ドーピング研修受講」義務が課
せられます。また、監督はもとより帯同するトレーナー等
も同じように「受講義務」が課せられ、大会期間中は、受講
証明書を携帯しなければなりません。受付において、確認
をする場合があり「未受講」の場合、競技への参加はでき

なくなるので、ご注意
ください。
　最後になりました
が、普段の国体運営準
備では大会視察を通じ
て運営マニュアルの検
証が行われるわけですが、COVID-19 感染症の影響（大会
延期、中止）で文字だけの運営イメージには、困難があっ
たことは想像されます。
　弊委員会をそのことを踏まえて、岳連／スポーツクライ
ミング協会に寄り添えるよう努力を図りたいと思います。
　好天に恵まれた、素晴らしい大会でした。競技施設整備
をはじめ大会運営にご尽力いただきました、壬生町実行委
員会、アナウンス、会場管理などを担っていただきました
競技補助員の高校生、おもてなし等などの競技会補助員
のみなさまに重ねてお礼申しあげます。ありがとうござい
ました。� （国体委員長　西原斗司男）

松澤幸靖ISMF総会報告書

　下記の日程で山岳スキー委員会委員長笹生と委員松澤
の２名がスペイン・オビエド市で開催のＩＳＭＦの総会に
行って参りましたので報告します。今回の総会はコロナパ
ンデミックのあとの３年ぶりの対面開催となり、しかもス
ペイン北部の比較的アクセスのよくない都市での開催で
参加国が少なかった。特にアジアからは、日本以外はタイ
だけで、韓国と中国の参加がなかった。タイ代表はスイス
在住で、実質日本だけがアジアからの参加であった。
■日　程：１０月１４ ・１５日
■場　所：スペイン　オビエド市にて
■参加国：４１か国中２２か国が出席（以下）
　�アンドラ・ブラジル・カナダ・チェコ・フランス・ドイ

ツ・ギリシャ・アイルランド・イタリア・日本・メキシコ・
ポルトガル・ロシア・スロバキア・スペイン・スウェー
デン・スイス・タイ・トルコ・イギリス・アメリカ・ポー
ランド　※委任状は８か国

　開幕に先立ってＩＯＣバッハ会長からのビデオメッセー
ジが流された。会長のメッセージは「ＳＫＩＭＯの２０２６ 参
加を歓迎する。より『高く、速く、強く』新しい歴史を一緒
に作って行きましょう！」との趣旨であった。ＩＯＣ会長の
メッセージは今回が初めてで、オリンピック競技になった
ことが実感できた。

【以下報告】
■メディア＆報道に関して
　ＥＢＵ（European Broadcasting Union）と提携が報告さ
れた。５年前からの契約先から変わり、今季よりＥＢＵと
提携し、ＩＳＭＦのW-cupや世界選手権など中心に、ハイ
ライト・トピックス　ビデオなど提供する。ＥＢＵはヨー
ロッパ全域をカバーする放送局連合体で、これまで以上
のテレビ露出が期待できる。今シーズンはオーストリア
シュラドミングの大会中継などに力入れる。ノルウェーの
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ＷＣ大会も中継予定。２０２６ MILANOにむけ重要なステッ
プであり、今までよりも予算的にはかかるが良いイメージ
を与えるに重要と考える。２０２１−２２は、雪不足に悩まされ
たが、全てのＷ−ｃｕｐを実施でき、発信できたことは良
かった。以上のようなＩＳＭＦからの説明の後、ＷＥＢを
通じてＥＢＵ担当者による説明があった。
■�ＥＢＵでの放映に向け番組制作をつとめるユーロビ

ジョンスポーツとの契約について
　ファーストサイクル２１−２２＆２２−２３、セカンドサーク
ル２３−２４＆２４−２５。製作費は５０対５０（ユーロビジョンＳ
ＰとＩＳＭＦ）となる。
■�ウクライナとベラルーシの戦況に関するＩＯＣの見

解について（IOC Position regarding war situation in 
Ukraine & Belarus）

　ＩＯＣは今シーズンのロシアとベラルーシ選手の参加
を認めないとしており、１５日の総会でも賛否をとった結
果、賛成多数により、２国の選手の出場を認めないことと
なった。ロシア代表はこの投票に先立ち以下のような発言
をして、唯一の反対投票をした。
　『まだ始まったばかりのスポーツであり、若い選手の芽
を潰さないように２国からも出場できるよう働きかけるべ
き』　※ロシアの代表によると、ロシアでは徴兵に呼ばれ
たＳＫＩＭＯ選手もいるとのことでヨーロッパで起こって
いる戦争の影を感じさせた。またＩＳＭＦはロシア代表の
総会参加についてスペイン政府と折衝しなんとか実現さ
せたとのことであった。世界情勢にかんがみスポーツ大会
への参加は拒否しても、国代表に発言の場を与えるのは一
案といえる。ただ　ロシア代表にはこの機会に国の正当性
を訴えなければという姿勢もうかがえた。
■� ２０２６ミラノコルティナのスプリントと混合リレーに

関するＩＯＣの決定について（IOC decision regarding 
spr int and Mixed relay in Mi lano-cort ina2026 
programe）

　最終的に３６人（１８・１８）２種目となった経緯について説
明があった。
　セレクションは２５年 大陸枠等はＩＯＣとの調整で決ま
るのでまだ先との事（２０２３年９月までに決定の予定）選手
数 ４８ 人５メダルとなるよう努力したが、２０２６のイタリア
ボルミオでの会場は、アルペン種目と日程が近く、当初の
５種目の希望から大幅に減り、最終的には男女スプリント
と混合リレーの３種目となった。ＳＫＩＭＯはオリンピッ
ク開催期間の最終週で開催される。ボルミオコース下部に
て。予選の方法について（回数・人数）についてはまだ決
定しておらず、今後決まり次第ＮＦに連絡するが、２０２３年
６月あたりに決定されると思われる。
　ミックスリレーは基本的に３６人の選手の中で組めるこ
とが前提で現段階では考えているが、出場できない国が多
い場合も考えられるので、予選の考え方を変えることも今
後はありうる。混合リレーはレギュレーションにあるよう
にスプリントに出た選手男女１名ずつの２名で２回の登り
と下りのあるコースを使用する。
　山岳スキーは、２０２６だけで競技実施が終わる可能性も

あり２０３０での実施は非常に重要となるとの発言が担当理
事からあった。
■�各国連盟とオリンピック委員会との関係について
　各国よりそれぞれ簡単に説明があった。その中でドイ
ツ・スペインなど、一つのＮＦで日本のようにクライミン
グとスキーの両方を抱え、その中で予算の確保や選手の発
掘や獲得などについて苦労しているような話も聞かれた。
イタリア、ポルトガル、アメリカなど、スキーあるいは冬
季スポーツとしての括りの中で専門に近い活動ができて
いるＮ Ｆもあり今後の各国の動きにも注視していく必要
性を感じた。また、ＩＳＭＦとF I Sとの関係について、ＩＳ
ＭＦメイヤ会長とＦＩＳ会長、副会長とは北京で打ち合わ
せをしており、現在ＦＩＳは冬のオリンピックスポーツに
ついては８組織との調整を行なっている状態であり、今後
についてはＩＳＭＦとも協力的な関係を維持していくと確
認をしているとの報告があった。ただ議場の外で聴いた話
ではＦＩＳ幹部の中にはＳＫＩＭＯの参加にやや冷ややか
な態度をとる者もいるとのことであった。
　札幌については笹生より、札幌の招致委員会とは連絡を
とっており、競技の適地も札幌周辺に存在することを報告
した。バンクーバーはウィスラーが会場に想定されるがＳ
ＫＩＭＯ大会に関しては今のところ積極的ではないとのこ
と。ソルトレイク周辺はＳＫＩＭＯ大会の実績もあり、開
催できると報告があった。
■�２０３０開催地について
　２０３０の開催地は２０２３ 年５月〜６月にムンバイでのＩＯ
Ｃ会議で決定されるであろう。
　当初はアメリカがＩＳＭＦ総会でプレゼン予定であっ
たがＩＯＣからの注意喚起もあり実施されなかったよりな
かった。いずれにしても、オリンピック種目として定着す
る為に２０３０は重要である、また各国に対してＩＳＭＦは
ＳＫＩＭＯの大会開催を働きかけているとのこと。笹生か
ら、非公式に担当理事の札幌視察に興味があるか聞いたと
ころ大いに関心を示していた。
■�ヨーロッパ youth European cupについて
　Ｕ１６、Ｕ１８、Ｕ２０ ヨーロッパカップについてヨーロッパ
以外からの参加も可能にする現在 Youth World cupとす
る方向で検討中であり、参加資格についてより明確にする
ような意見もあった。
日程：�２月１１−１２（イタリア）、３月１８−１９ （スイス）、
　　　３月２３−２６（フランス）
■�２０−２１年次報告の承認、決算報告について承認、予算

について承認、理事会についての承認（副会長解任から
会長へ）、アスリート委員会についての承認

■�現会長のRegula Meier レグラ・メイヤの立候補（実質
的信認投票）に対する投票があり満票で承認された。レ
グラ・メイヤ会長は前会長の急な辞任に伴い暫定的に
副会長から会長代行となっていたが、今総会で正式に会
長に選任された。満票はこれまでの彼女の献身的な活
動と運営方針が支持されたことの表れである。

■�コンチネンタルチャンピオンシップに関して
　「大陸カップに関しては他の大陸からの選手の参加は
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できない」はＵＳから異議あり、次年度に持ち越し。これ
はヨーロッパに在住する米国人選手等へ救済措置の面も
ある。近年アメリカではＳＫＩＮＯに参加する選手が増え
ヨーロッパの大会にも多く選手が参戦するようになってい
て、世界選手権には大代表団が参加している。
■�ＩＳＭＦユースカップはＩＳＭＦ YOUTH WORLD CUP

に名前を変更。これも他地域からの参加者を受け入れう
る措置として提案された。

■�トランスジェンダーの参加資格問題について：タスク
フォースを作って対応する事で一致。

■�インド・アゼルバイジャン・オーストラリア・コロンビ
アの４か国が新たにフルメンバーとしての加盟が認めら
れた。ネパールは賛助会員国の延期（規定は４年間）を承
認。ウクライナの賛助会員国としての参加を承認された。

■�ヨーロッパカウンシルの設置（アメリア大陸・アジア大
陸はすでにある）について

　設立の方向で承認された。
■�メイヤ氏が会長になって空席となった財務担当副会長

にＵＳのJames Mooreジム・ムーアが満票で承認され、
それに伴い空席となった理事（Councilメンバー）にジョ
セリン（フランス）が承認された。

■�２０２３年ＩＳＭＦ総会場所について（１０月１３．１４日）パリ
にて開催決定

　２０２４ 年総会の会場としてメキシコ代表からメキシコの
リゾート、カンクンでの開催が提案された。これから正式
な申請を経て決定される。

【その他】
■�１１月にフランスで例年行っているというスペインチー

ムの合宿に日本チームの２名の選手が参加させてもら
うことになった件について今年の総会がスペインの開
催であった為、カナルス理事長ほか、ジュニアコーチの
ジョルディ氏からも合宿について事前に情報を得るこ
とができたのはありがたかった。

■�その他：（中国チームについての情報）
　ＩＳＭＦ幹部の話によると、中国チームはイタリア人
コーチOscar Angeroniと４年の契約をし、今シーズン前
にイタリアに強化拠点をとなる施設を購入し、２０名の選手
を１１月から４月までの６ヶ月間×４年で、そこを拠点にし
て選手強化及びＷ−ｃｕｐ／世界選手権などに参戦する
という。韓国についてはヨーロッパでの選手強化について
特に情報は得られなかった。

＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠＠
※�以下は総会後にＩＳＭＦより届いたＩＯＣからの全競技

に関わる出場選手選考ガイドラインについての覚書の
内容となりますが、重要な部分と思いますのでポイント
となりそうな部分を添付いたします。追ってＪＯＣから
公式の日本語訳版がでると思います。

Olympic Winter Games Milano Cortina 2026, 
Qualification System Principles  オリンピック選手
選考の規定に関して
１．選手選考
　選考規定は公正、透明、かつ各大陸ができるだけ代表さ

れるプロセスに基づき、最も優秀なアスリートが大会（オ
リンピック）に参加できるように努めなければならない。
Qualification Systems must allow for the participation of 
the best athletes through a fair and transparent process 
concerned to maximize the opportunity for continental 
representation at the Games 
２．選考イベント（レース、大会）
・�１レース以上の参加機会が与えられるべき
・�選手などに過度の移動、旅費負担がかかるような選考イ

ベントは避けるべき
・�上記のような過度な負担が避けられるのであれば、大陸

ごとの大会も選考大会として設定できる
・�選考規定大会、どの大会が選考対象になるのかは、開催

地がその時点で決まっていない場合でも、選考期間開始
までに告知されなければいけない

３．選考期間
　オリンピックエントリー締め切の最大で１８か月前、２
シーズン前まで。国際連盟からの要請があれば、ＩＯＣが
選考期間の変更を許可できる。
　選考期間は２０２６年１月１８日まで。
４．クォータ（割り当て）制度
・�ＩＯＣからの割り当てに準ずるべき（これが１８ 枠の由

来？）
５．大会エントリー
・�エントリー（選手名登録）締め切り：２０２６年１月２６日
６．割り当てに関して
・�各競技は選手枠の割り当てが選手個人に与えられるの

か、ナショナルコミティーＮＯＣに割り当てられるのか
決めなければならない

・�ＮＯＣ（国ごと）に選手枠割り当てられるのであれば、Ｎ
ＯＣごとに選定基準を決められる権利を与えるのか、又
は「最低基準」を設けるのか決めなければいけない

・�必要であれば、国際連盟は選手の技術・成績基準がオリ
ンピック参加にあたり相当（安全）であるか確認するべ
き

７．ＮＯＣの役割
・�ＮＯＣは代表選手の選定の最終権限を持つ。選手枠の割

り当てを受け入れる（認定する）または拒否することが
できる

１１．最低基準
　最低基準を設けるのであれば、国際連盟は最低基準を
どの大会で決めるのか定めること。
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令和４年度安全登山指導者研修会（東部地区）報告
　１０ 月２１日（金）～ ２３日（日）の３日間、東部地区の

令和４年度安全登山指導者研修会を茨城県北部の大子

町で開催致しました。宿泊は大子町営研修センター、

実技研修の登山コースは名瀑として有名な袋田の滝に

近い、月居山周辺とし、東日本の１０ 都県から研修生 ２６

名（男性 １８ 名、女性８名、３０ 歳代から ７０ 歳代まで）を

迎えました。

　コロナ禍が心配されましたが、第七波が落ち着いて，

withコロナの状況になり、マスクなどの感染防止に注

意をはらいつつ、日常に近い行動となって来たので、

情報交換会を含めて予定通りに開催することが出来ま

した。

　登山コースに選定した月居山は袋田の滝から南側に

連なる山系の、滝から最初のピークで標高は４０４ｍ、古

くから林業や信仰で歩かれている山域で、廃道に近い

古い林道や、この数年の間に開発されたロングトレイ

ルのルートがあり、距離は短いが急傾斜の道や露岩の

通過、崖の脇を通る登山道、など変化に富んだコース

取りが出来て、更に樹林帯が多く、遠望が利かない、な

ど読図練習には最適な山域である。

●初日：１０月２１日（金）　開講式～講義Ⅰ～Ⅴ

　９時、県内の運営スタッフが集合し、会場設営、準備

を開始、１０ 時過ぎには国立登山研修所から米山所長他

計４名、日本山岳・スポーツクライミング協会（以下Ｊ

ＭＳＣＡ）から小野寺専務理事が到着し開催関係者で

１１時からミーティングを開く。当日急遽１名が発熱で

不参加の連絡が入る。

　１２ 時から受付、１２ 時 ３０ 分から開講式を行い、国立登

山研修所米山所長、ＪＭＳＣＡ小野寺専務理事、茨城

県山岳連盟西内会長の挨拶の後、開催地である大子町

の商工観光課長　田那辺様からご挨拶を頂きました。

　マイカー参加が８割となった中で、マイカー組数名

が開講式の開始に間に合わなかったが、１３ 時からの講

義には間に合い、予定通り研修を開始しました。

■講義Ⅰ　「登山のプランニング」北村憲彦講師

　安全登山に資する登山計画書の意義と重要性につい

て：登山を計画する事はリスクに対して準備する事：

リスクを減らす事で命を守る行動が必要である。
■講義Ⅱ　

　「ＰＤＣＡを活用した安全登山の指導」北村憲彦講師

　Ｐ：登山計画書を作って、Ｄ：山行を実施し、Ｃ：帰

着後には反省、チェックを行い、Ａ：次の山行に活かす、

という活動を続け、連れて行ってもらうのでなく自立

した登山者となり、自分の命を守り、チームの安全を守

れるチームになる事が大切。チーム内での計画書の情

報を共有する事、計画書の精度（：スケジュールだけ

でなく、リスク対応策の検討を含む）が安全登山に大き

く貢献する。

■講義Ⅲ

　「読図とナビゲーション」（初級・中級編）河合芳尚講師

　何故道迷いが起きるのか、過去の事例から要因を１０

パターンに分類して紹介。道迷いを起こさない為の行

動パターン、地図の読み方、活用方法、地形と地図の表

現、方位磁石（コンパス）の使い方、計画書への反映の

仕方、などの技術的な内容に加え、何故道に迷っても

そのまま突き進んで大事に至るのか、心理面から分析

し、装備や行動を考慮してみて、装備不足、行動（行き

先）の根拠が無い、計画書を出してない、沢へ下る道、

は引き返すべきターニングポイントである事を解説頂

いた。

-３０ 分の夕食休憩を挟んで、講義再開-
■講義Ⅳ　「ルートプランニングの指導」河合芳尚講師

　地図から登山ルートを読み取って計画すること、計

画の通りに行動する（出来る）事を目的に、地図の表記

と地形の関連性、地図で注意するべき地点と特徴物の

開講式 米山所長挨拶

北村講師 河合講師研修生 研修生  窓はもう暗い
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抽出、計画書でどう活用

するか、等を講義して頂

いた。

　道迷いしない為に大切

な事は：１番　体力、２

番　冷静さ、３番　技術。

　引き返す勇気ではなく、引き返す計画。

　先輩の教え　困難は克服し、危険は回避する。

■講義Ⅴ　

　「茨城県北ロングトレイルの取組み」和田幾久朗講師

　地元、水戸市他で登山用品を主に扱うスポーツ

ショップを経営する和田講師による、茨城県北部の里

山地域に開発・開拓途上の１周約 ３２０ｋｍの里山と山

里を繋ぐトレイルコースについて、全体の計画とコー

ス開発に掛ける熱意を講義して頂いた。スタート、ゴー

ルの無い環状コースで自由にコースを選定して登る

（歩く）コースを構築中。整備活動はボランティアで

行っていて、約 ６００ 名が登録している。観光の新しい

形、トレイル文化圏を構築していきたい。

●２日目：１０月２２日（土）　実技研修Ⅰ、Ⅱ

　実技研修で登山コースを歩く日である。
■実技研修Ⅰ　「コンパスの使い方」河合芳尚講師

　実際に体を動かしてコンパスの使い方を練習する。

事前に使用許可を得ておいた、隣接する大子町役場の

駐車場に集合する。朝早いのと、土曜日なので、空いて

いる。

　コンパス（磁北）を頼りに方角を決めて三角形、四角

形を描いて出発点に戻る練習をする。コンパス１－２

－３（コンパス　ワン・ツー・スリー）と呼ばれる練習

で、方位コンパスの実力を再確認する。

■実技研修Ⅱ　

  「ナビゲーションの実践」

　河合芳尚講師、北村憲

彦講師、及び茨城県山岳

連盟山岳コーチ８名が指

導を担当した。他に、茨

城県山岳連盟の加盟団体に所属する医師１名、国際山

岳看護師１名、国立登山研修所関係者計４名、ＪＭＳＣ

Ａ関係者２名、茨城県山岳連盟から記録係１名が同行

した。

　登山（読図）の実技行動である。本部の４名を残して

バスで登山口へ移動する。４班に分かれ、各班に茨城

県山岳連盟の山岳コーチの有資格者が班長、副班長と

なり、事前に配布した約 ４０ 個のチェックポイントを確

認しながらコースを歩く。県内の実技講師はこの日の

為に自信が得られるまで下見を繰り返したが、研修生

はほぼ全員が歩いた事のないコースの筈なので、ポイ

ントの確認に手間取る事が懸念されたが、読図技術に

優れている様子と早い歩きで順調に歩を進め、予定よ

り３０ 分程早く下山する事が出来た。バスで朝のコンパ

ス練習の駐車場に戻り、簡単に登山中の行動について

振り返り、各班から報告の後、散会。北村講師は翌日の

講義に備えて熱心に記録しておられた。

　入浴の後、１８ 時から情報交換会を兼ねた夕食会とす

る。コロナ禍で情報交換会については直前の判断で開

催を決め、受付時に希望者を募ったところ、全員から

賛同を頂き、開催となった。残留部隊が買い出しした

お酒とおつまみは、全て参加者のお腹に収まり、きれ

いに片付けて頂いた。

●３日目、最終日：１０月２３日（日）　

　研究討議、アンケート、閉講式

　初めに「茨城の安全登山普及の取組み」と題して茨

城県山岳連盟の指導委員長、中庭稔から岳連の登山の

指導に関連する委員会組織と取組、活動について紹介

させて頂いた。

和田幾久郎講師

中庭委員長 河合講師 グループ討議風景他出発前、記念撮影

コンパス　１−２−３
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【研究討議】

■�「コース図の作り方について」河合芳尚講師

　安全登山の為には計画書、中でも読図即ち登山コー

スの情報入手と理解が重要であり、現代のコース図作

りの手法を普及させる事も大切な事から、作業の手順、

ノウハウを講義して頂いた。

　カシミール３Ｄという無料で使える地図ソフトを使

い、インターネット情報から地図をダウンロードし、

PDF から JPEG に変換して Excel シートに貼り付け、

Excel の通称「お絵描きソフト」でコースのラインやポ

イントの○を書き込む手法を使う。また、コース上で目

標に出来る特徴ある地形を探す為にコースを辿る際の

等高線の変化を読み取るコツを伝授して頂いた。

■「安全登山指導者を目指して」北村憲彦講師

　前日の実技研修コースの感想、危険個所、その他、ト

ピックを各班から発表した。

　４班に分かれて、前日の成果を踏まえて、課題の地

形図で登山ルートを立案する課題演習を行った。登山

口から山頂に至る登山ルートを決める。次に、ルートの

①リスク箇所・地点、②想定されるダメージ、③若し

も…が起きたら、を想定して、④リスク、ダメージを減

らす対策を考える、という課題を班毎に検討し、結果

を発表した。

　北村講師から、重要な事はこれらの検討課題を参加メ

ンバー全員が共有し、合意している事であり、安全登山

に繋がる事を理解している事である、との解説があった。

アンケート

　これで、研修の全課程

が修了した。研修生に３

日間の研修を振り返って頂き、アンケートに熱心に回

答して頂いた。結果については別途、報告書に掲載し

ます。

閉講式

　１１時 ３０ 分から閉講式を行い、研修生には国立登山研

修所米山所長から修了証が授与された。国立登山研修

所米山所長、ＪＭＳＣＡ町田登山部長、茨城県山岳連

盟西内会長、福島県山岳連盟平子会長（次年度開催県

代表）の挨拶があり、閉講式を終了した。

　ご参加頂いた研修生の方々、研修会を計画された国

立登山研修所、日本山岳・スポーツクライミング協会

の関係の皆様、開催に協力頂いた県内の山岳連盟関係

者、及び開催地、大子町の関係者に厚く御礼申し上げ

ます。

（茨城県山岳連盟　中沢隆一、記録写真　鈴木　幸）

修了証授与

町田登山部長

米山所長挨拶

１．概　要

　GasherbrumVIは７００４ｍの標高を持ちながらも２０２２

年現在まだ登頂されていない山の一つである。

　過去にドイツ隊やフランス隊等いくつかのパーティー

がトライしているがピークには到達していない。

　今回、我々のチームは南東壁に狙いを定めこの未踏の

山に挑戦する。

　GasherbrumⅥ７０００ｍの初登頂、南東壁からのアルパ

インスタイルによる初登攀が目的。

■山域：Pakistan Gasherbrum山群
■遠征予定期間：２０２２年６月１７日～ ２０２２年８月１５日
■メンバー：高柳傑（３５）、種石英典（３６）、鈴木雄大（２８）
２．行　程
６月１７日 日本出国、パキスタン着
６月１８日～６月２２日 Islamabadにて登山準備
６月２３日～６月２６日 �skarduにて登山許可手続き、キャラ

バン準備

６月�２７日～７月３日 １週間かけてBaltro氷河キャラバン、
GasherbrumVIの麓にＢＣ５１００ｍ建
設。Baltro 氷河は有名なトレッキン
グコースであり、何も考えずに歩く
の み。（２７日 Jhula 泊、２８日Payu 泊、
２９日Urdukas 泊、30GoreII 泊、１日
Concordia泊、２日同Concordia泊、３
日GasherbrumVIＢＣ着）

７月 ４日～７月  ９日 東・西・南壁の偵察
７月１０日～７月１２日 高度順応６０００ｍ
７月１３日～７月１７日 休憩、装備を取りつきにデポ
７月１８日～７月２０日 �GasherbrumVIアタック６０００ｍまで、

敗退
７月２１日～７月２４日 バックキャラバン準備
７月２５日～７月２８日 バックキャラバン、Hushe着
７月２９日～８月  ４日 �Skardu にて帰国準備、Islamabad 着
８月５日～８月７日 パキスタン出国、日本着

３．アタック経過と敗退理由

　当初登攀を予定した南面は、数年前と様相は一変し

ておりとても登れる状況ではないと判断した。世界的だ

とは思うが、近年の温暖化により、雪氷の減少は特筆に

値する（特に南面）。各方面を偵察した結果、西面からの

登攀を行うことにする。

　アタック全日において天気は問題なし。よく晴れた。

2022 GasherbrumⅥ 遠征隊 報告2022 GasherbrumⅥ 遠征隊 報告
報告者　種石英典
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　高所順応は種石を除き（後述）、高柳、鈴木は６３００ｍ

まで問題なく完了していた。行程はＣ１、Ｃ２、Ｃ３を経

由してのTOPで４泊５日の計画を立てた。

　ＢＣから懸垂氷河を越え、５３００ｍにＣ１を設置。ここ

までロープ使用箇所はなく問題なし。

　翌日、Ｃ１からＣ２（６２００ｍ）への実質的なクライミン

グスタート。ダブルアックスにて氷斜面を登る。

　もう少しでＣ２だという６０００ｍ付近において高柳の

アイゼンの前コバが壊れた為敗退を決定。

　また、Ｃ２からの上部のミックス帯は見るからに脆そ

う＋氷が無く、登れる気がせず再トライは行わないこと

になった。

４．反省点

　反省点は大きく４つあり、以下４点を記述する。

①�遠征直前にメンバーが決定した為、メンバー３人で冬

山に入ったことは皆無であり、また互いに初見のメン

バーもいて意思統一／チームワークが全くなかった。

時には命を懸ける場面もある遠征においてこの状況

は好ましくない。気心の知れたメンバー、よく冬山に

一緒に入っているメンバーでチームを組むべき、

　�また一緒に山に入ってチームを作っていくことが重

要である。（当然のことですが…）準備段階で、当たり

前のことを当たり前にできていなかった。

②�種石がキャラバン途中からＢＣ滞在中、水にあたり、

２週間にわたる深刻な下痢になり、行動不能・高所順

応ができなかった。登山以前の体調管理ができてい

ない残念な状態であった。お腹が弱いのであれば、消

毒液や浄水器などを持参しパキスタンの環境に耐え

うる準備をすべきである。もちろん、下痢薬や抗生物

質も持参していたが、５０００ｍ以上の高所では回復す

るのにかなりの時間を要する。種石は山頂のアタック

をせずにサポートに徹することを申し出たが、話し合

いによりアタックすることになった。

③�現地エージェントの準備が悪く、キャラバン・バック

キャラバン準備、帰国準備に無駄な日にちをかけす

ぎた。また、頼んでおいた食料や燃料がＢＣに届けら

れない、当初予定のＢＣまでポーターが荷物を運ばな

いなど、問題が多々発生。お金をケチらずに信頼でき

る大きなエージェントと契約すること、ポーターサー

ダーには最終ＢＣまで付き添うことを徹底することで

無駄な時間、労力、心労を減らしたい。ポーターのみ

では言うことを聞かない。同時期に遠征した大手エー

ジェントチームは、パキスタン入国翌日にはキャラバ

ンを開始していたり、登山終了したら即バックキャラ

バンを開始していたり行動が迅速である。また食料・

住環境もかなり潤沢である。

④�アイゼンのパーツの予備はアタックに持っていくべ

きか？　そんなことを言い出したらあれこれも持って

いこうとなり、アルパインスタイルでは対応できなく

なるので、これについて結論は出ていない…。ただ、

アイゼンは最重要装備でもあり簡単なKITは持って

いってもよいか。また、新品を持っていくことでもあ

る程度対応策になると思う。

５．会計	

　その他、各々航空券、

街滞在時の食料、行動食、

嗜好品は別途。

６．その他特記事項

・�２０２２ 年からパキスタン

の Visa 申 請 は オ ン ラ

インにて申請できるよ

うになり分かりやすく

なった。

・�２０２２年は登山申請方法が変更になったことで、許可が

降りるのに時間がかかった。

・�コロナショック明けで登山者が殺到したことにより、

パキスタン国内のガス缶が不足し、確保するのに苦労

した。エージェントによると上記２点は来年には問題

ないでしょうとのこと。

・�世界的に物価は上昇しておりパキスタンも同様である

が、それでもまだ安いと思う。なお、２０２２ 年は記録的

な円安であるが同時期のパキスタンルピーも安くなっ

ており、その点は苦労しなかった。

・�Islamabadで用意するものは何もなく、登山基地の町

Skarduにて全て揃う。

BCからGasherbrumVI南壁

C1からGasherbrumVI西壁を
背景に集合写真、登攀ライン
は右上するガリー（陰になっ
て見えない）

BC全景。
他のテントはGasherbrumI II
のチームのもの

C１からC2への登攀
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Enjoy Climbing

　お茶とダルバートを頂き、帰り路のスタート。3200m

の小屋へ向けて出発した。

　意外と時間かからず小屋（道路工事の事務所）に着い

て久々に頭を洗ったり洗濯する余裕ができた。

4月11日　�6：00 事務所発／ 9：30 峠3,570m／ 12：00
−13：30 2700m村(ここからジープ)／ 14：
50 温泉P／ 15：30−16：30 温泉／ 17：00 ジー
プP／ 17：50 ガムガディ

　ハスタがコーヒーを作ってくれてそれを飲んで６時過

ぎ出発。今日の工程は余裕なのでのんびりと歩く。前々

日の小雨でだいぶ大気が澄んで峠から見る山々もスッキ

リと見ることができた。峠から30分程にあった家で茶と

ラーメンを頂きスタート地点となった村目指した。

　ゆったりと下ってもお昼に村到着。

　ジープでガムガディへ向かうが、途中の温泉に寄り

道。30 分程の歩きで立派な鉄分多めの温泉でマッタリ。

最高の締めくくりとなった。

＊
　今回は自身初めてのまともなトレッキングと沢登りの

偵察もしっかりすることができて最高の旅となった。諸

事情で来年は海外遠征に行けないが、再来年再びこの

沢を訪れて本流の出会いから沢を遡行してみたいと考

えている。

　しかし、西ネパールのこの地域はジープ道がかなり延

びたとは言え中々遠く手間のかかる地域である。岩崎さ

んが昔トレッキングしていたころと比べ開発は進んで

いてもまだ素朴な生活は維持されていて心休まる旅と

なった。

　本格的な沢へのトライが今から楽しみです。

　� ヒマラヤの沢−おわり

ヒマラヤの沢⑷連載⑧

2022.3.31-4.16 Jumula~Mugu~Humla
ヒマラヤの沢の可能性を探る旅

佐藤裕介
4月10日　�7：20 ビバーク地発／ 7：25 出合／ 10：30−

11：55 2700m小屋宿（道路工事事務所）
　天候は回復し、今日はしっかり晴れた。岩崎さんは沢

と別れハスタたちが待つ小屋（２日前の宿と同じ）へ向け

て直接登り、佐藤は二股を越えて下降路として有力な沢

の出合まで遡行。本当に下れるのか偵察することにした。

　ビバーク地から５分程で右岸からの支流が出合う。直

ぐに行く先がゴルジュっぽい雰囲気となり、出発前少し

懸念していた地図の細い直線部分がしっかりゴルジュ

となっていた。初っ端の滝は5m 程と高差のない滝だが

谷筋いっぱいに水が落ちる滝で相当頑張らないと登れ

そうに無い。今日はもちろん巻き意外の選択肢はなく右

岸から高巻く。獣トラバース道を使いながらゴルジュ帯

2−300mを巻いていくが眼下に見える谷は素晴らしい

ゴルジュとなって10個ほどの小さ目の滝を持っている。

どれも突破はかなりの厳しさに見えた。

　ゴルジュを抜けると対岸（左岸）に滝が見えた。ほぼ

垂直に水を落とす100m 程の滝である。此の沢の下降は

厳しいのかと思わされたがよく見ると滝の左にテラス

があり、ちょうど50m２回の懸垂で降りられそうにも見

えた。その上部の沢は問題なくやはり有力な下降路にな

りそうだ。

　ビバーク地を出発する前には右岸の支流出合に戻り

トレッキング道に登り返しかなと思っていたが、今巻い

ている最中の斜面を登りトレッキング道に出られそう

だ。その斜面を1時間半の登りで見覚えのある青い小屋

に到着。目的の小屋までは僅かだ。

　小屋直前で歩いている岩崎さんと会い、予定通り10：

30到着。

ムグ・カルナリナディの畔で温泉に浸かる

上流へ向かう

峠からフムラの山々を振り返る
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佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟自然保護委員会のSDGsな活動
　本県岳連は、山岳会１団体、スポーツクライミング２

団体、高体連と小所帯であります。令和６年に佐賀国民

スポーツ大会を控え、その準備に時間を割いているとこ

ろです。２年前に退会した山岳会の会長が自然保護委

員長を務めていました。その後空位のままです。

　ただ、自然保護活動としては、高校の県大会などが行

われる山域の清掃登山や県主催の登山（ハイキング）行

事が行われる山域の山道の整備は、令和２年までは細々

ながら実施してきました。

　例年６月の環境月間に合わせ、清掃登山を実施してき

ていましたが、令和３～４年度は、コロナ禍で実施を見

送ったため、令和２年度に行った清掃登山の実施状況を

報告いたします。

　実施日は令和２年６月２１日（日）、場所は佐賀・福岡

県境の脊振山系の雷山（標高９５５ｍ）で実施しました。

　午前９時、雷山南登山口（佐賀市富士町神水川）に集

合・出発。唐津山岳会、高体連所属２高校の登山部生徒、

岳連役員等合計２０名の参加者がありました。

　佐賀県側から登る場合、一番よく利用されているルー

トで、道もはっきりしていましたが、途中の植林地内で

杉の風倒木が３本あり、チェーンソーで伐採し処分しま

した。

　その後、山頂を目指して登りましたが、ゴミ等は全く

無く、何の問題もありませんでした。

　１０時４０分、雷山の頂上に到着。薄曇りの空模様で、遠

望は霞んでいましたが、福岡県側からの登山者も数パー

テイーいました。

　山頂で記念撮影をした後、昼食をしながら歓談。１１時

４０分、解散し、各参加団体自由に下山しました。

　清掃登山は、登山道や山頂周辺の清掃に限らず、ルー

ト上の標識類や危険箇所の点検、整備、更には加盟団体

会員同士の交流の場として、非常に有意義なものと思わ

れます。

　なお、この日はＮＨＫ佐賀放送局の方から同行取材が

あり、翌日月曜日朝の九州・沖縄のニュース番組で、倒

木の伐採状況並びに宮原会長のインタビュー等の放映

があり、清掃登山の広報、周知に大いに役立つことがで

きました。

　佐賀の場合、自然保護活動とまでは言えないかもしれ

ませんが、現在出来ることを行いそのことを多くの県民

に知ってもらうようにしていこうと考えています。

（前佐賀県山岳・スポーツクライミング連盟会長  多田  修）

風倒木の伐採状況 荒れた九州自然歩道

新規登録２２９人の特徴

　２０２２ 年６月現在、事故データは新しく、２２９ 人分が登録
された結果、４４３６ 人となった。
◦日山協９３人、労山１３６人

◦総データ数４４３６人
◦EXCEL使用セル数（3,047,532data）
　　　　　　　　　　687fields×4436records

１．新規登録者の基礎情報
　図１８に登録者２２９名の事故者年齢分布を示す。図より明
らかなように、図中に張り込んだ労山、ＪＭＳＣＡ会員の年
齢構成（図８）に類似した事故者分布パターンを見ることが
できる。この類似性は、会員である母集団から発生する事
故発生割合が、特定の年齢層に偏らず、全年齢層で、ほぼ
一様に発生していることを意味している。
　事故者年齢分布パターンは、前年度と同様、女性の事故
者数が男性を上回るが、その分布も登山団塊世代にかたま
る傾向がある。また、今年度からは女性８０歳以上に事故者
が見られなくなった。今回限りの現象なのか、注目される。
　表４の世代別障害程度は、前年度同様、死亡者数は小さ
く抑えられ、男女別では半々の比率となっている。その原因
は、沢登りでの溺水吸引による窒息死、悪天候からくる低

その３

山岳遭難事故データベースからの分析
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体温症、心筋梗塞、蜂に刺され心臓突然死であった。ＩＩＣ
＝４重体の方は大半がクライミング系の事故であった。

図１８　性別事故者年齢分布

表４　　新規登録者の世代別障害程度

２．新規登録者の登山目的と事故態様
　登山目的は大半の人々が複数目的を持っている（表５）。
歩行目的が２１８、クライミング ９８、山スキー １８、登山以外
の６６となっている。
　一方、事故態様を表６に表す。　各要因の発生割合は数
年内においても、あまり変化はない。
　非常に多い転倒に注目すると、死亡はなく、重体が１１
人、大半は重症の７１人となっている。　動物、昆虫の襲撃
項目ではすべて昆虫で、毒虫と蜂の襲撃であった。

３．新規登録者の事故発生クラスター山域
　表７に３年間の事故発生山域における変遷を表した。

２０１９年では、北アルプス、八ヶ岳など典型的な事故多発山
域が並び、２０２０年では、北アルプスが１位を保つが、数を
減らした。２０２１年では２位となり、変わって秩父山系が１位
となった。（図１９）
　このクラスター山域が３年間で変化する背景には、山岳
会関係者へのコロナの影響による減少と新たな山域への活
動域の分散化にある。
　つまり、冒頭のコロナの影響で述べたが、登山者の活動
山域がコロナ以前には戻らず、大きく変わってきている。
表７　３年間に見る事故発生山域の変遷
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編集後記表紙のことば表紙のことば
　エベレスト南西壁の8,000mの高所には
高差約300mの黒々した垂壁が聳えてい
る。英国人はこれをロック・バンドと呼ん
だ。この圧倒的なロック・バンドの突破が
南西壁攻略のキー・ポイントとなる。この
ロック・バンドの下には左右にクーロワー
ルが延びており、右は南稜、左は西稜へそ
れぞれ延びている。これまでの登山隊も左
右どちらかのクーロワールにルートを求め
ており、正面の絶望的な垂壁は手つかずで
ある。
　我々は、1975年の英国隊と同じく左クー
ロワールにルートを延ばした。ロック・バ
ンドの左端を登攀しながら振り向くとロー
ツェが同じ高さに眺められた。
� （写真撮影　尾形好雄）

　近所の公園は落ち葉で埋まり、晩秋の様
相で寒くなってきました。
　私が担当しているデジタルプラットホー
ム構築の「ＪＭＳＣＡ総合登録管理システ
ム」プロジェクトでは、11／ 11の提出期限
までに、４社より提出がありました。
　これが完成すると、選手登録もマイペー
ジを作り登録してお金の支払いも行え、競
技への申し込みもできます。
　また、選手登録の有効期限やデジタル登
録証も表示します。
　今後組織を強化するために有効なデータ
ベースになると思います。
� （蛭田伸一）

かすみちゃんのハイキング日記」８月号より開始!



1515




